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(Abstract) 

The Permian Maizuru Group， which forms the main part of the Maizuru Zone of Southwest 
Japan has described and discussed as to its stratigraphy， fossi1s and correlation. This group is 

divided into four lithologic facies一一一一.schalsteinfacies， slate with limestone facies， sandstone-
shale-conglomerate facies， and deltaic Gujo facies. Fossi1s are grouped into five faunules--

two fusulinids and three brachiopod綱 molluscanfaunules. They are Lφidolina torかamaifaunule 

and Palaeofusulina岨Reichelinafaunule of fusulines and the Takauchi-， the Kawahigashi-and the 
Gujδfaunules of other fossi1s. Their stratigraphic relations and correlations are mentioned 

and summarized in Figure 4 and Table 5. Each faunule is restricted to each facies. The 

lowermost schalstein facies is scarce in fossil. The middleー‘-slate with limestone facies 

contains the Palaeofusulinα-Reichelina faunule and the Takauchi faunule. The upper--sand-

stone“shale-conglomerate facies yields the Leρidolina toriyamai faunule and the Kawahigashi 

faunule. The uppermost Gujo facies contains the Gujo faunule and no fusulines. These fossil 

evidences and stratigraphic relations show that the upper half of the Maizur・uGroup can be cor-

related to the upper Permian and the lower ha1f to the middle Permian. Depositional environment 
and tectonic development of the Maizuru Gro.up wil1 be discussed in the next report. 

I はしがき

において命名され，ひきつづき各地域において三畳系

とともに研究されるにつれて，舞鶴地帯の中での重要なメンパーであることがわかってきた。著者ら

はいくつかの地域のものについてすでに記載してきたが，新たに舞鶴地区で再検討した資料および他

の地域でわかってきた事実を加え，現在の段階でのまとめをおこなう O この報告では層序・化石およ

び対比の問題をとり扱った。堆積環境・古地理・構造運動については次回に報告する。

II 各 地 の舞鶴層群

1.舞鶴地区(第2図)

り，中沢・岡田 (1949) によって簡単に記載されているが，最近，
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中沢・志岐・ として東舞鶴南方の区域についてやや詳細な調査を行なったO

第 1図舞鶴地帯地域図

1. 舞鶴地区， 2. 志高地区， 3. 大江地区，

o司東・河西)，4. 夜久野地1X， 5. 御抜山地区，

6. 三方地区， 7. 福本欄原地区， 8. 御津地

区

夜久野宕類と

ともに東北-西南方向の帯状構造を形成している。

く分布し，いくつかの摺曲

と断層構造がみられるが，岩相から上・中・下に 3

区分できる口

よ部層:主とし 砂岩からなり磁岩をはさむO

頁岩は黒色泥質， 層理不明で、塊状にわれることが多いが，

graded bedding (級化成層)の発達するところもあるO

砂岩は泥質のマトリックスの多い淘汰不良のグレイワッ

ケで各種の岩石片を多く含む。厚層をなすことは少く，

一般に連続性に乏しく， 頁岩と級化成層することが多い。

磁岩も砂岩と再じく泥質のマトリヅクスに淘政不良の各

種岩石陳(チャート・粘板岩・砂岩・石英斑岩が多く，

石灰岩・花i謁質岩もある)を含むもので，連続性に乏し

く，垂直・水平両方向に頁岩に漸移する。細r~~岩あるい

は磯岩のマトリックスに Lψidolinatoriyamai化石群のフズリナを含む(盾厚 800m以上)。

中部篇:粘板岩ないし頁岩を主とし石灰岩レンズをはさむ。時にうすい細陳岩がある。頁岩は黒色泥質，肩理

は不明で一般に粘板岩化しているO 時に黒灰色，中ー細粒の砂岩をはさむ。石灰岩は灰自色ないし黒灰色， かな

り泥質で，この地域では海百合の茎のほかには化石が非常に少なく，西方の舞鶴線ぞいの系Ir庄でサンゴ Waageno-

Phyllum? sp.や苔虫類 (Fenestella，Batostomella)が発見されており，

近い粘板岩中に Belleroρhon，Nuculites?，種属不明の腕足類，苔虫があるにすぎない。石灰岩は連続性の乏しい

レンズとして黒色粘板岩中にはさまれるが，ほぼ一定の謄準一中部層のうちゃや上位にある(層厚 550m)。

下部麗:粘板岩・輝総凝灰岩・緑色および黒色千枚岩の互層である。 緑色千枚岩;こは粗粒玄武岩あるいは凝灰

岩の組織を残している部分があり，下部層が黒色粘板岩をはさむ玄武宕・締結岩・凝灰岩互層の変成したもので

あることを示している。下部躍の上部は変成度が低く，中部層の下部の粘板岩と漸移する(膚厚 700m以上)。

構 造:これら上・中・下部層は舞鶴地区全体で一つの大きい向斜構造を作っているとみられる。 東舞鶴南方

ではその中に小さな背斜があり， その軸部が下部層の千枚岩である O この背斜の東南翼は中部躍のかなり上位ま

で一連整合であるが，西北側は断層で切られて千枚岩と上部層が直按援している。 さらにその西北側 (つまり舞

鶴層群分布域の中央部)には，砂岩にとむ層が断層で境されて分布しているが，これは上部j習にあたる(前述の頁

られる)。この砂岩の一部には炭化した楠物片を含み，やや石英の多い部分もあ

るが，それはよ部層のうちでも上位の層準のものである可能i生があるへ一方，背斜の東南側では，断/菅ではさみ

こまれた難波江層群をへだてて輝緑凝灰岩， 輝緑岩躍がやや広く分布している O これには黒色粘板岩をはさみ，

変輝緑岩・玄武岩の部分も多く， 下部層の非変成ないし低変成相と考えられる。 この蹄緑凝灰岩層の最上部

は黒色粘板岩・砂岩互屑に漸移しているが， 下限は断層で夜久野岩類と接している D 断層にそい蛇紋宕が貫入

している所もある(菅坂峠)。 この上限に近い師緑凝灰岩の集塊岩質の部分からサンゴ Lophophyroid を産し

一1'-0 

2. 三方地区

この地域の舞鶴層群は 5万分の 1

の後詳細に調査された料。いわゆる

よってそ

をも含んで、いる口

* なお， この部分には地質図に示したようにおそらく下部三畳系とJ23われる暗青色シ Jレト岩j霞が断閣では

さみこまれている D

林地質函は 17万分の 1兵庫県地質鉱産図とその説明書:を参照されたい。
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群は上岸田層の分布域を軸として一つの大きい向斜構造を作っている。三方地区の舞鶴層群は上から

次のようにわけられる。

a.横山層:砂岩・頁岩・牒岩の互層で，舞鶴地区の上部層のうちの砂

岩にとむ部分に類似し，同様に細牒岩に Lφidolinatoriyamai化石群を

含む(層厚 500m以上)。

b.倉床層:主として級化成層の発達した砂岩・頁岩の互層で化石を産

しないが舞鶴地区の上部層の一部に類似し，あるいは横山層の同時異相と

考えられる(層厚 400m以上)。

横山層
整合，

一一 方
控庁

井 内

層
層一一一

層

c.三方層:黒色頁岩・粘板岩を主とし， ときに砂岩・牒岩をはさむ。 ほぼ中位に黒灰色ないし暗灰色泥質の

石灰岩レンズが点々とはさまれる。その石灰岩レンズから Palaeofusul inαsinensisを， また同じ所の石灰質粘

板告から，Stiriferina aff. cristata， Hustedia sp.，苔虫，海百合等を産する。また， これらより上位と考えら

れる層準の石灰質頁岩から Eolyttonianakazawaiの新亜麓が発見されているo 三方層は横山層の下に整合的に

重なる O 下限は不明(層厚 500m以上)。

d.井内層:ほとんど変輝線岩・輝緑諜灰岩からなり， 黒色粘板岩をはさむD また変玄武岩質の部分もある白

井内層の最上部は黒色粘紋岩砂岩互層となるD 一部では凝灰質牒岩も見られる。三方j習との関係は不明であるが

井内層の最上部が三方層に類似することと

あろう(層厚 350m以上)。

3. 夜久野地区

例から考えると井内j警は三方j替の下につづくもので

この地区の地質についてはすでに報告している(中沢・志岐・清水， 1957)。その中でわれわれは

南側に細長く分布するニ畳系をすべて'領国層と呼び，高内石灰岩もこれに合めた9 しかし高内石灰岩

を含む部分は額田層フ。ロパーとは三畳系によって全く分離されており，また額出層が砂岩・磯岩にと

むのに対してこれの大部分が黒色粘板岩であること，両者の腕足類化省が全く異ること等の点で、異な

るO 従ってこの両者を分離してそれぞれ額田清・高内層と呼ぶこととする。両f警の直接の上下関係は

見られないが，化石内容・舞鶴地区との類似性，高内層の下位に輝緑凝灰岩がくるらしいこと等から，

より上位におくこと

4. 御誠山地区

であろう (SHIMIZU，1961 a)。

この地毘については中沢・志岐の報告 (1954)がある。“南谷層群"として一括したものの大部分

は岩松・化石上舞鶴地区の舞鶴層群の上部j習にあたるが，宮本付近の石灰岩レンズを含む黒色粘板岩

にあたる O したがって“南谷層群"の名は不必要となったので，

一括する O 宮本南方の石灰岩レンズは多くの小さいレンズの集まりであるが，厚さ 1m以上のものも

あるらしい。その転石か された口これには2つの組みあわせがあり，一つは

うすい Lφidolinαsp.(L. toriyamaiあるいはムかなり泥質の部分に含まれる変形したもので，

kumaensis) とCodonofusiellacuniculataからなり ，Lφidolinatoriyαmai化石群に比較できるo

他の一つは Palaeofusulinαcf.sinensisからなり，三方地区の三方層のものに等しい。かつて報告

したサンゴも同じ石灰岩レンズのもので山際 (1960)によれば Allotroρioρhyllumsp.である O

5. 志高地寸区

によっ

に分布する古生f警は神戸(1950)によって記載され，さらに黒田(1960)

る。それらによると下部は頁岩ないし粘板岩を主としチャートをはさみヲまた

ちじるしい輝緑凝灰岩がはさまれる O 黒田はこれを下見谷層とよんでいるo 上部は下

部に整合的につづく砂岩・頁岩のひんぱんな五層で砂岩中の細磯岩に Lφidolinαtoriyamai化石群

を含む。黒田はこの上部のみを舞鶴層群とよんでいる O われわれの観察によれば，この下見谷層の輝

緑凝灰岩層は舞鶴地区の下部層などの輝緑凝灰岩相に対比され，また，上部j警(黒田の舞鶴層群)は，
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より上位の粘板岩・石灰岩相ないし合磯砂岩頁岩相に相当する。すでに報告されているように，下見

谷層の一部は中下部三畳系志高層群に不整合におおわれている。これは，他の地域でより上位の層準

がおおわれていることと異なっており，構造運動上注目される D

6. その他の地域

以上のほかにこれまで大江町河東・河西両地区の舞鶴層群，福本地IKの巨勢層群を報告してきたが，

それらについてはとくにつけ加えることはない。

最近 17万分の l兵庫県地質図の作製のさい，上郡町北方から竜野市付近にかけて西北西一東南東

方向にのびる 2帯の夜久野岩類が発見された。われわれはこの地帯を上郡帯と名づけ，舞鶴地帯のー

支脈と考える。

上郡帯には各種の非変成古生}警が分布しており，その一部は舞鶴層群に非常によく似ているが化石

が発見されないため確実な対比はできない。ただ，上郡町北部の合角磯石英粗面岩中の石灰岩礁に紡

錘虫が発見されている口そのなかには Yabeinαの進んだ型のものがあり ，LePidolinaの可能性もあ

る。ともなっている化石種も L.toriyamai化石群に普通のものである。このことは舞鶴層群相当層

の分布を暗示しているとみてよいだろう D

岡山市北方の御津町付近の‘1ド変成古生屠" (7万 5千分の 1:高梁図巾， 1938)は頁岩・砂岩の

に磯岩・石灰岩をはさみ，細磯岩から Leρidolinαtoriyamai化石群を，石灰岩から各種腕足類

を産している O これが舞鶴層群と同じ層準のものであることは疑いない (清水，中沢， 1961)。 この

地域については別に報告する予定である O 広島県の刈田層 (IMAMURA，1951)は Lφtodusその他の

腕足類と Lφidolinαtoriyαmai化石群を含み，岩相上・化石上舞鶴層群と同じで、あって舞鶴地帯の

西方延長部であることを示している。

111 舞鶴層群の岩相区分

以上各地域についてのべたように本層群は岩相上次のように区分される(第3図)0

1.公庄相

・砂岩・磯岩のひんぱんな互層で岩相の水平的変化が激しく，また局部的には同時浸食も見ら

れ， f也の各相とはかなり異なる O 機岩の磯種も{也の各相にくらべて玄武岩・粘板岩・石灰岩・花尚岩

など lessdurable なものに富む(加志向・中沢・志岐， 1961)しかし砂岩には石英粒が他の相にく

らべて多いようである O しかし下記の合磯砂岩頁岩相のうち河西地区で公庄層に近接する部分は公庄

相と似た岩相を示し，とくに磯岩の岩質はよく似ており ，J菅序的にも近い関係にあるものと思われる。

の頁岩は黒色泥質塊状ではあるが風化した場合やや緑褐色をおびる。化石はニ枚貝・巻貝・腕

るが，とくに二枚貝の多い点で特徴的である O 公柏は舞鶴層群のうちもっとも分布が

せまく，河西地区に限られる O

2. 含磯砂岩覧岩相

・磯岩からなる D 頁岩がもっとも多く，黒色泥質・無層理・塊状であるが，地域によっ

ては細粒砂岩とともに級化成層となる D 砂岩は黒灰色・淘汰不良のグレイワッケで岩石片にとみ，石

英粒はごく少ない。しばしば級化成周が発達し，ときにその一部には細際岩を含む。この細擦岩は泥

質のマトリッグスが多く各種の岩石磯と同時浸食様の黒色頁岩片を含む。一般に連続性に乏しく頁岩

と漸移して消滅するものが多い。より大きな礁をふくむ陳岩層は，いわゆる muddyconglomerate 

ないし conglomeraticmudstone (海底の slumpないし slideによる堆積物といわれる)の産

状を示すことが多い。礁の径はときにお"-'30cmに達する。このような磯岩層の礁は，しばしばよ

く円磨されている O とくに大きい砂岩・チヤ{ト・石英斑岩などの磯は完全に円磨されている。チャ



舞 鶴層 群の層序 241 

一検三方干家否地一'ャz 区弁 御一屋桜大市場 山地宮区
戸町夜幽脂血帽久同蜘}野̂-地-区側聞幽・、 河西地 区 r一河一一東一人地一一。区一「 志高地区 舞鶴地区

高 該国
客員

長4r 
長尾1方t 庄R公書 公図の 縫 奈原良

中

主見下主
〉辺色 辺〉也 寺

菅坂
E方Z 回

山 内本 内 西 自 1方と 広谷谷 ~t 
南方

北方東
出道事

満マ 方

喜一
方

公

庄

層

よ

昌
吉日

皇霊冒 j警

じ三i匡ヨ 長当匡ヨQ ~ヨ Eヨ 芭ヨ中

部

自
国不整会

主主 選 j警

Eシ 岩 r 50Qm 

弁

由 Lepidoll円atonyalnal化石君事 下

内
<;) ReichelinaωPalaeofusullna化石群 予景色千枝容

部

層
X 腕足支真一軟体動物化召1 石灰岩

(宵〉転石産地
j警

第 3図 舞鶴層群柱状図

ート・砂岩・石英斑岩・花尚斑岩・石英安山岩など，公庄相のものに比し durableな機種にとむ場

合が多いが，石灰岩・頁岩なども含まれる。細磯岩・粗粒砂岩は石灰質で、マトリックスに LePidolinα

foriyamaiその他の紡錘虫をしばしば含む (NOGAMI， 1958)。関種の細磯岩・砂岩に紡錘虫がなく，

かわりに腕足類化石が含まれることもある(河東腕足類化石群， SHIMIZU， 1961 a) 0 海百合の茎はど

ちらの場合にも一般的に産する O

本相を示すものとしては，

分，夜久野地LKの横田層のかなりの部分，志高地区の上部層，

の巨勢層群の大部分などがある O

3. 粘板岩石灰岩相

-河西・御故山地LKの

と倉床層，福本地区

とし，こ -石灰岩およびまれに細磯岩をはさむ。 -砂岩は含磯

砂岩頁岩相のものに全く類似している。石灰岩はレンズ状で黒色泥質のものが多く，一般に無化石で

あるが，まれに灰白色で、化石を含むことがある O そのうちもっとも有名なものは夜久野地区の高内石

灰岩で多くの腕足類化石を産する(高内腕足類化石群 SHIMIZU，1961 a)。そのほか舞鶴地区の

層では Waagenolうhyllumindicum，河東地底では Reichelinαmatsushitai(NOGAMI， 1958)，夜久

野地区額田層の一部で、はPleurotomariaspp.， Bucanoρsis spp.， Dentalium spp. 等を産する。同

じ額田層の他の部分では Reichelina matsushitai を含む石灰岩レンズの点在する間に細磯岩がは

さまれ，Leρidolina toriyamai化石群を含む。また御抜山地区の“南谷層群"の一部(前述の宮本

石灰岩を含む部分)と三方地区の三方層もこの相にあたる O
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このよう vこ本相の分布が舞鶴層群の分布域の南縁部に限られることは注意すべきことである 0

4. 輝線凝灰岩相

従来図幅調査な

灰岩であるが，

として一括されたものの多くはこれにあたり，主として精緑岩・間質凝

・変輝緑岩の部分もある O このほか黒色粘板岩を各所にはさみ，砂岩もと

きにはさまれる O 舞鶴地区のように緑色千枚岩・黒色千枚岩となる場合もある。一般には上位に粘板

岩が多く，それに砂岩レンズをはさむ。

舞鶴地区の下部層，三方地区の井内層，御抜山地区南部の輝緑岩相などがこれにあたるが，その他

の各地でも知られている O 化石は舞鶴地毘の Lophophylloidと苔虫類のみである。

IV 舞鶴層群の化石器と生麿序区分

1.化石群

舞鶴層群の化石についてはすで、に大部分を報告してきた。主要なものは紡錘虫化石群と腕足類・二

枚貝化石群で，両者がさらに区分できる。

A.紡錘虫化石群

これには Lφidolinαtoriyamai化石群と Reichelina，Palaeofusulina のような特殊な紡錘虫群

との 2つがある。

a Leρidolina toriyamai化石群(第 1表)

これはもっとも多くかっ広く産し特徴的である O ほとんどは合瞭砂岩頁岩層に含まれるが， まれに夜久野地区

の額田躍の一部や御板山地区宮本のように粘板岩石灰岩相から産する場合もあるO この化石群は次のような種か

ら構成され，九州、iの球磨層のものと全く一致し，対比上もっとも有効である O これらは従来 Lφidolinα化石群と

よんできたが，混乱をさけるため，Leρidolina toriyamai化石群とよぶことにする O

第 l 表

Leρidolinαtoriyamai佑石群 (faunule)
Lejりidolinatoriyamai 

LePidolina toriyamai maizurensis 
Le戸idolinakumaensis 
Yabeinαshiraiwensis* 
Yabeinαcolumbiana 
Neoschwagerina cf. margaritae料 3

"Pseudodoliolina" gravitesta 
Parafusulinα? sp. 

Schwagerina pseudocrassa 
Codonofusiella cunuculata 
Rauserellαsp. 
Nαnkinella sp. 

串 この種はこれまでの報告で Y. yasubaensis としてきたも

のを含む. (石井・野上が Jour. Geosci.， Osaka City 
Univ.に投稿中)

料 これまでただ 1個だけ産出しているにすぎない、

この化石群にはサンゴを共存すること

がある O 舞鶴東方の難波江では Wentz・

ellella nabaensisが，また三方地区の東

公文では Waagenol幼:yllumsp. indet. 

が報告されている (YAMAGIW A， 1960)。

b Reichelinaと Palαeofususulinα

この 2つは五いに共存しないが，とも

に粘板岩石灰岩相の石灰岩レンズからま

れに発見されるoLePidolina toriyαmai 

化石群とは， 全く共存しない。 三方地

区の Pelaeofusulinasinensisは LePi-

dolz.na の下位から， 御紋山地区宮本の

Palaeofusulina cf. sinensis と夜久野

地区かしわ谷および河東地IKの Reiche-

lina matsuthitaiと Schubertellα?sp ・

は Lφidolinatoriyamai化石群と同じ

これらの例から見ると紡錘虫の 2つのグループは層準を全く異にするものではなく， むしろ

岩栢の支配を強くうけていると考えるべきであるG なおこれら 2つのグループは紡錘虫の系統上全く異ったもの

であるから，系統進化の面からその上下関係を論ずることは出来ない。

B.腕足類・二枚貝その他の化石群

これには腕足類・二枚貝・巻貝・三葉虫等が合まれ紡錘虫は共存しない。これは次のように区分さ

れ，化石種が異なると共に，それぞれ異った岩相に対応している。
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a.公庄化石群(第2表)

公庄相(川西地区の公庄層)にのみ限られるもので， 砂岩・頁岩互f蓄に含まれる O 表のように多くの二枚貝を

主とし，腕足類・巻貝を伴う点が特徴的で， 1むの化石群とは共通語をもたない。

b. 河東化石群(第3表)

-頁岩に産し， 石灰質細磯岩に合まれることもあるD 表のように多くの腕足類

を主とし，二枚貝・三葉虫・蘇虫類を伴う毎百合の茎も多数共存する O 三葉虫はごく少なく河東地区の 2カ所

で Pseudoρhylliβsiasp. (cf. obtusicαuda)が得られているにすぎない。この動物群は Lφidolinα toriyαmai

化石群とは全く共存しないが，非常に近い層準から産すると思われる場合が多い。この動物群の腕足類は南中国，

Salt Rangeなどの共通種にくらべて非常に小型であること (2/3"，-，1/2) が特徴の一つで、ある O これは恐らく閉

ことを示すのではあるまいか。

C. 高内化石動物群〈第4表)

粘椋岩石灰岩相のうち，夜久野地区高内の石灰岩からのみ産する O

腕足類がほとんどであるが，他の化石動物群と共通種をもたないo

策 2表公圧化石群 (Gujofaunule) 

Costatoria kobαyashii 
Neoschizodus permicus 
Bakevelliαgujoensis 

j菅準は上の 2つにくらべより下位を示す。 多くの苔虫類とサン

ゴTac勿lasma? sp. indet. を含む。この動物群の腕足類では河

東化活動物群のような他地域との大きさの差は見られない。

Actinodontothora aff. katsurensis 
"Pleurolうhorus"tenuistriatus MS 
Aviculopecten sp. 

c.その他の化石 Seρtimyαlina sp. 

上にのベた化石群のほか， 別個に次のようなものが産し

ている O

Allorisma sp. 
Belleroρhon sp. 
Bucαnoρsis sp. 

小黒飯沼方で、舞鶴層群の磯岩からアンモナ

イト*が発見されている (広)I [・黒田， 1957)。 この磯岩

Spinomarginifer，αni1ゆonica
Schellwienella ruber 
Schellwienella regularis 
Orthotetina sp. には種属不明の紡錘虫の痕跡が多く， おそらく

Lφidolinαtoriyamai化石群と考えられる口

2生層序区分

とめてみるとき，

的に限定されると同時に岩相，すな

も支配されているので，

ができない。また逆に岩相の同じところでは同じ生相

を示し，その中を細分することができない。各地区ご

との層序・岩相・化石群をそのような観点から整理し，

さむD この相の化石は高内化石群とReichelina，Pal嗣

aeofusulinaなどの紡錘虫化石である。粘板岩・石灰

岩相の上部では Reichelina， Palaeofusulinα と

Leρidolinαtoriyamαi 

とがあり，この相と

るこ

している。また粘板岩・石灰岩相は舞鶴地帯

の南部側に発達しており，中央部や北部側には分布し

Bryozoa， Echinoid 

第 3表河東化石群 (Kawahigashifaunule) 
Derbyia altestriatα 
Derbyia cf. grandis 
Derbyiαhemisjうhaericαvar. radiata 
Derbyiαsp. 
Chonetina substro1うhomenoides
Chonetinαcf. strophomenoides 
Chonetinαmatsushitai 
Lissochonetes bi1うαrtita
Lissochonetes morahensis 
Lisscchonetes cf.αvicula 
Lissochonetes sp. 
Produotus (Dictyoclostus) gratiosus 
Productus (Dictyoclostus) cf. maJ宮aritatus
Productus (Dictyoclostus) sp. 
LiηoJうroductuskiαngsiensis 
Linoβroductus interruptus 
Aulosteges dalhousi 
Hustediαgrandicosta 
Hustedia indica 
Eolyttonia nakazawai 
Aviculopecten sp. 
Pleuroρhorus sp. 
Pseudoρhilliρsiαsp. 
Bryozoa 
Crinoid stmes 

中 黒田の私信によれば に属するものと思われるとのことである O
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第 4図 岩相区分，化石群区分と綜合柱状図
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第 4表 高内イ七石群

(Takauchi faunule) 

Leptodus richthofeni 
Squamularia indica 
Squamularia eleg，αntula 
Squamulariαcf. calori 
StreJうtorhynchuskα:yseri 
Strettorhynchus semitlαnus 
Mαrtinia elegans 
Kiangsiella deltoidens 
Strojぅhalosiinatibeticα 

Neostirifer sp. 
Tachylasma sp. indet. 

ない。最北部の志高地区では輝緑凝灰岩をふく (下見谷層)のすぐ上から合磯砂岩頁岩相とな

り，その上位に Lφidolinαtoriyamai化石群を含んでいる O すなわち，粘板岩石灰岩相の層準は舞

鶴地帯の北部側では含棟砂岩頁岩相で示されているのである。

にのべたように最上部に位置するが，その一部は含疎砂岩頁岩相と同時異相の関係に

あるとみられる o 公圧相の部分のみをとく とよんでいる O

V 対 上ヒ

り，また周辺の古生層とは全く異なるため，他の地域との対比は

一応現在の資料で考えうるところを示しておく(第5表)。

1. 化石群による対比

化石群として明らかに対比されるものは次の通りである O

Leρidolina toriyamai・化活群ー球磨躍の大部分，刈問層の一部，四国の土居層群などの一部分，立j持層の一部，

その他。

Reicheli仰-Palaeofusuli仰化石群一長興石灰岩など楽平統の一部。

公伍化石群一楽平統の一部，メリ田層の一部。

内東化石群一刈田層の一部，楽平統，Productus石灰岩の上部層。

高内化石群ーメu田層の一部，叶倉統?，楽平統，Productus石灰岩の中部層。

これらのことから表のような対比が可能である O 刈田層は各種の化石が舞鶴層群のものと同定され

るが，明確な層序が不明であるため，全体として対比されるとした。土居層群には Lφidolinαtm千

yαmai， L. kumaensisがみとめられていない。球磨層の最下部も勘米良 (1953)の示した柱状図に

よると Lφidolinaが含まれていない。このような部分は層序的にやや下位になる可能性がある O む

しろ後述の阿哲・帝釈.f火吉などの石灰岩層群の最上部 (Yabeinashiraiwensis帯あるいはそれよ

り上位)に対比されるのかもしれない。

2. 丹波層群との対比

丹波帯の古生層一一丹波層群の化石のうち最上位のものは Yabei仰 (Y.初 toi と Y. globosa) 

(広)I[・犠見・黒田， 1957)であるが，これは層序上の位置が不明確である O 正確な層序の知られて

いる地域(丹波地帯南部;坂口， 1958， 1960)では Neoschwαgerinα craticulifera の層準の上の

Bryozoa， WaagenoβhyUum indicum，二枚貝 (Halobia?)の層準が最上部である O 坂口はこれを
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第 5表 対 比 表

舞 鴎地帯 11 丹波帯 1k中戸 富帯 |体帯 if華 Salt 

南 Range 

五品目注 粂
Upper 

米 ム→ι Product 

年充
呪 ILimest 

明~ u~ 出 1 重l詩的l
骨罪、化石

治bema

w.仰8voeZm0有4p事lwllllJn I shir笠守veおお
口十 茅 rvlidd!1ε 

念 ロ Product 
NdωOILsYルille叱Hr9Le~ruu 

井元 f 性j子，~ し1m己stNeosch世守wTdS8 7 1λ4 川智収

“Yabeina帯"に対比されるものとみなしている。従って丹波層群と舞鶴屠準の対比は化石の上では

不可熊である。丹波層群では輝緑凝灰岩層が“Neoschwagerinα帯"に発達しているへもしこれを

舞鶴層群の輝緑凝灰岩層に対比すると，丹波層群の最上部(篠山盆地の高城山層，京都西山の高槻層

等)がそのぼう大な厚さからみても舞鶴膚群の一部に対比される可能性がある。これらの各層が砂岩

に富み，チャート・輝緑凝灰岩を全く含まない点も舞鶴層群との類似と見ることが出来る O ただし，

これらの砂岩は青灰色塊状で一般に基質が泥質のことが多いが岩石片・長石粒が少なく，舞鶴層群の

ものとは非常に異なる O もっともこのことは供給源や堆積環境のちがいで説明できるので，上の対比

の可能性を否定する理由にはならない。ただし，兵!車県西部では丹波層群最上部にあたる無化石砂岩

層の中に舞鶴屠群の合磯砂岩頁岩層 (Lφidolinatoriyαmaz化石群を含む)が断層ではさみこまれ

ている例がある O この地域の両層の関係は同時異相でなく上下関係であろう(兵庫県地質図)。

3. 阿哲・帝釈などの石灰岩台地との対比

沼南日本内帯に発達するこれらの石灰岩台地はほぼ同様の層序をもっており， 最上部の化石帯は

Yabeinαshiraiwensisで代表されている。横山 (1959)，佐田 (1960)はこれらの石灰岩台地の最上

部に LePidolina帯を設定しているが，これはわれわれの見る所では次のような諸点で正しくない。

1. 阿哲で“LePidolinα"とされたものは非常に少なく，量的には Yabeinαshiraiwensis

圧倒的である 0

2. 問哲の“Lφidolinα"は Lφidolinαとすることにも疑問がある。

3. 帝釈のものは Lφidolinaではあるが，種は球磨・舞鶴のものとは全く異なり，これにより

徴づけられる帯を LePidolinαtoriyamai帯と同一視することはできない。

横山・佐田の“Lφidol仰が'はむしろ Yabelnα shiraiwensis化石群に含められるものか，ある

いはこれと Lφidolinatoriyamai化石群をつなぐ中間的なものではあるまいか。対比上の疑問点は

別としても，これら石灰岩台地の最上部層がいずれも石灰岩で、なく，黒色頁岩・砂岩からなっている

ことは注目すべきである O

4. 北上山地ニ畳系との対比

化石の上で明確に対比することはできない。さきにわれわれは(中沢・志岐・清水， 1957; 中沢・

* 輝緑凝灰岩眉は Acervoschwagerina，Pseudofusulina vulgaris の層準にもっとも多いが， さらに上

位で比較的よく発達しているのが“Neoschωαgerinα帯"である D
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志、岐， 1958; 中沢・野上， 1958)舞鶴屠群の腕足類化石群が叶倉統下部のものに類似しているとした

がこれは正しくない。高内層などを叶倉統上部に，Leβidolinα toriyamai化石群と河東化石群の屠

準は登米統に対比すべきであろう

VI要約

1 )舞鶴層群はその模式地・舞鶴地区では，

う)， (合磯岩・

(輝総凝灰岩・千枚岩λ (粘板岩に石

からなり，上部f警は Letidolinatoriyamai化石

群を合む。

2)各地の舞鶴層群は岩相上，公庄相・含探砂岩貝岩相・粘披岩石灰岩相・輝緑凝灰岩相に 4区分

される。このうち，公圧相は舞鶴地帯中央部にのみ，粘板岩石灰岩相は南よりの部分にのみ分布する

が，他の 2相は広く分布する O

3)舞鶴層群の化石群は 5化石群にまとめられる。 妨錘虫は Leρidolina t01ゴyαmai 化石群と

Palaeofusulina-Reichelinα化石群であり，他は腕足顔・二枚貝その他の公庄・河東・高内の各化石

群である。

めこれらの化石群と岩相は一般に次のように対応する O 公庄化石群一公圧相。 Leβidolina

toriyamai化石群および河東化石群一合磯砂岩頁岩相。 Palaeofusulin伊 Reichelinα化石群と高内化

-公
となるが，同時異相および interfinger関係がみとめられる O

6)舞鶴層群の下半部は中部二答系に，上半部は上部二畳系に対比される。

VII あとがき

この研究をすすめるにあたって御教示・御協力

そのほかの多くのかたがた，また現地調査にあたって御援助下さったかたがたに厚く感謝する。渡部

は論文の構成について御助言いただいたことを感謝する。本研究の費用の一部は文部省科

ょったものである O
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